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小さな政策実現活動今年の

私たち議員団では、議員団の政策とは別に議員一人ひとりがこの1年間で取り組みたい、実現したい目標「小さな政策」を
掲げて活動しています。
目標は小さくても、全員で共有して取り組めば政策実現につながると考えています。
今年の各議員の「小さな政策」をご紹介します。

１９６９年旧川崎車両に入社、鉄道車両製造に
勤務、海外長期滞在、創意工夫・兵庫県技能
顕功賞受賞、２００７年初当選。この間、各正副
委員長を歴任、「決意、還暦から体力づくり」
に取り組む。

岩田 よしあき
いわ た
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3
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少子高齢化の中、
知らなかったKOBEの魅力の発信と継承

　これまで「魅力の発見」「地元産KOBE
食への誘い」をテーマに質問を行い、政
策提言を行いました。西区では市民の皆
さんが知られていない催しや、風土が四
季を感じさせ、散策する人を楽しませてく
れます。地域が持つ魅力と農産物を知っ
ていただき、魅力の発信を引き続き提言
していきます。

政
策西　区

1991年初当選。副議長・議長を経験。
1949年洲本市生れ、労働組合と地域社会
活動を経験。ライオンズクラブのメンバー、
社会奉仕に取り組む。人権擁護委員6年務
める。
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格差社会の是正に挑戦
若者の希望未来に挑戦
海外連携の新たな挑戦

　混沌とした2016年の幕開け、大変化
時代の背景を見据えて活動を目指す。格
差社会が更に拡大、高齢者、１人親世帯、
若者等と重層的に格差が広がっている。
労働の格差、若者、１人親世帯の自立に
向けた、総合的な子育てと生活及び仕事
等のパッケージ政策が求められる。神戸・
明治開港を忘れず国際都市を目指す。

垂 水 区

１９５４年１０月３１日生まれ（AB型）
１９７３年 愛媛県立川之石高校卒業
１９７３年 川崎重工業神戸工場入社
２００３年 神戸市会議員初当選
地域活動 青少年育成協議会高丸支部長
 垂水中学校評議員
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障害者の立場に立った政策実現
出来ることからひとつずつ！！

　昨年の決算市会で、視覚障害者の外出
に際して、音響付信号機の誘導音の時間
延長も含めた信号機の充実を早急に図る
べきことを質問しました。また、１月には視覚障
害者団体の代表の皆さんと意見交換し、日
頃不便を感じていること、現在の制度上の
問題などをお伺いしました。これらのことを基
に、今後もしっかり意見反映してまいります。

垂 水 区

１９８２年関学大理学部卒。同年三菱重工業
（株）神戸造船所入社。システムエンジニアと
して勤務。組合女性委員等で活動。２００３年
神戸市会議員立候補、当選。
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市民に「ありがとう」と言ってもらえる
医療産業都市の街に！！

　震災後にスタートした医療産業都市は、ｉＰＳ細
胞を用いた世界初の臨床研究が行われるなど、進
展してきました。先端医療振興財団新理事長の本
庶先生は、新しいがん治療薬につながる免疫学研
究の第一人者です。神戸からがん治療の歴史が
変えられるかもしれません。市民と医療産業都市の
恵みを一緒に分かちあえるよう広報活動に努めた
いです。

垂 水 区

総務財政委員会委員長、都市消防委員会委員
長、福祉環境委員会委員長、大都市行財政制
度に関する特別委員会委員長、神戸市監査委
員、阪神水道企業団監査委員、決算、予算委員
会委員長等を歴任
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須磨海岸を365日賑わう
健全でファミリーなバリアフリー海岸に！

　海水浴に地引網漁、潮干狩り、魚釣り等の
観光漁業やサイクリング、ビーチバレー、ヨット
等のマリンスポーツを中心に、冬場は、ハイキン
グやマラソン・ジョギングコースを須磨海岸に誘
導し、四季折々に須磨海岸に家族連れの人々
がやってくるエリアへと発展させるべく各種委員
会や本会議等で市長他に提言しています。
（詳細は、大井としひろ公式ホームページで）

須 磨 区

１９４４年１月２６日生まれ。
岡山私立関西高等学校卒業。大阪経済大学中退。
１９６２年 神戸市役所に勤務。
１９７７年 神戸市水道労働組合役員。
１９９５年 神戸市会議員選挙に初当選
現在、総務財政委員会に所属
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安心・日常生活を支える
地域公共交通体系の充実を!

　バス停留所のベンチや屋根の設置に向け
て取り組んでいるところですが、今日、農村地
域のみならずニュータウンも高齢化が進み日
常生活を支える足を確保することは重要な課
題です。運転できなくなる高齢者、運転できな
い人や学生などにとってバスは欠かせない交
通機関です。タクシーなども含め地域にふさわ
しい交通体系の整備に取り組みます。

北　区

1974年生まれ。北五葉小、鈴蘭台中、兵庫
高、立命館大法学部卒。高校時代に吹奏楽
部で全国大会出場。社会保険労務士、行政
書士。神戸・北区をひとみ輝く夢と希望の
街に！
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交通とまちづくりを融合した
政策提案に取り組みます！

　これまでコミュニティバスの積極的導
入などを提案し、粟生線の活性化を目指
した沿線ツアーの企画・実施などを行
なってきました。さらに、飲食店や薬局な
ど地域に必要な施設や観光施設の設
置等と交通をリンクさせる賑わいづくり
や観光といった視点も絡めた地域交通
のあり方を提案していきます！

北　区

長田高校、大阪大学法学部卒。ソニー株式会
社女性初の海外営業担当。芦屋大学国際交
流センター職員。地域貢献活動に対し米国で
市教育委員会から表彰。ボランティア通訳と
して日本政府観光局から表彰。一男二女の母。
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市民にも観光客にも
魅力あるまち神戸をつくる

　神戸を訪れる観光客が「一人歩き」でき
るまちは市民にとっても歩きやすく住みやす
いまちであるはずです。観光案内や段差解
消だけではなく情報のバリアフリーを目指し
た統一されたデザインの多言語案内表示、
人種・宗教・言語を壁にしない多文化共生
社会の具現化など、まちの声を反映して具
体的な政策提案に結び付けます。

中 央 区

1975年 神戸生まれ神戸育ち。地元の小中
高、大阪芸術大学映像学科卒業後、映画制
作に励む。衆議院議員公設秘書や民主党兵
庫県連勤務を経て2015年初当選。
●家族：妻・長男（８歳）
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神戸で育っていく子供たちが、
神戸市民であることを誇れる街づくり

　厳しい都市間競争に勝ち抜くために、
ハード面の充実はもちろんですが、ソフト
面をより充実させなければなりません。他
都市が簡単に真似できない取り組みと
して、映像作品のロケ地としての優位性
をいかした撮影誘致や、戦略的な広報
活動の展開で、神戸のブランドイメージ
向上に繋げていきたいと思います。

灘　区

川内 きよなお
かわ うち

川原田　弘子
かわ ひろら だ こ

大井 としひろ
おお い

池田りんたろう
いけ だ

人 見　　誠
ひと まことみ

平木 ひろみ
ひら き

永 江　一 之
なが かず ゆきえ
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先端医療振興財団
理事長 本庶 拓 氏
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新薬の開発研究企業を訪問

マルセイユの再開発について学ぶ

編集・発行

民主こうべ政策議員団
〒650-8570　神戸市中央区加納町６‐５‐１
TEL:078-322-5844　FAX:078-322-6161

民主こうべ政策議員団の詳しい活動については

http://www.minshu-kobe.jp
本文は でご覧いただけます。検索民主こうべ  要望書データ

　私たち議員団では、さらに神戸らしさを十分発揮できるような予算編成
が行なわれるよう、６つの重点要望をたてて、久元市長に要望しました。市長に要望しました!神戸港は開港150年を迎えます

世界の中の神戸に!
　今年5月に伊勢志摩サミットにおける保健大臣会合の開催、来年は神戸港開港150年、2019年にはラグビーワールドカップ開催と
「神戸」を世界に発信するまたとない機会を迎えています。今こそ、市民や企業・大学などのみなさんと共に「世界の中の神戸」を意識
した取り組みで、成長を遂げなければならないと考えます。
　私たち議員団は、「世界の中の神戸」の視点でこれからも世界の先進事例に学んだり、交流・連携を進めるなど活動してまいります。

   民主こうべ政策議員団

モンマルトル地区との交流
　私たち議員団は昨年、未来都市神戸に向けて政策提言ができるよう、フラ
ンスで様 な々調査を行いました。
　パリでの訪問地の一つ「モンマルトル地区」はまちの高台に位置し、住宅地
に観光客が訪れる魅力があるという共通点から、北野・山本地区と友好交流
協定を結んでいます。
　毎年秋に開催されるワイン祭りへの神戸ブースの出店やウェディング事業
での交流など具体的な交流事業の意見交換を行ないました。
　モンマルトル地区とのさらなる交流発展に取り組んでいきたいと思います。

水素エネルギー
　新たなクリーンエネルギーとして注目される
水素について、貯留や運搬の技術開発を
行っている市内企業の視察や研修など、情報
収集に努めてきました。大規模かつ安全に貯
蔵・運搬可能な技術開発が進められており、
経済的な競争性を含めて将来の基盤エネル
ギーの一つとなり得ることを実感しました。
　今後は、安全な海上運搬と、水素スタンドな
どへの供給、更には水素ガスによる発電など
神戸初の技術として発展できるよう議会でも
提言していきたいと思います。

神戸国際フルートコンクール
　神戸国際フルートコンクールは、市が次回開催のための税金投入をしないと
したため、高松国際ピアノコンクール（民間運営）の運営方法や市民への広
報・還元の調査を行なうなどし、存続に向け提案を行ってきました。
　各方面からの継続開催の要請や、寄付の申し出があったことから、次回は
「神戸国際フルート音楽祭」として開催予定です。
　内容を充実させて、フルートを身近に感じ「音楽のまち神戸」を発信でき、次
回以降も継続できるよう提案していきたいと思います。

世界の大規模再開発プロジェクトに学ぶ
　リヨンとマルセイユではそれぞれの大規模再
開発プロジェクトについても視察しました。
　どちらも既存建物のリノベーションやスマー
トシティ等の環境対策とリンクさせ取り組んで
おり、しかもデザイン性の向上にも寄与するも
のとなっていました。
　また、高速道路を一部地下化したり道路全
体にカバーをかけてテラスにするなど、機能面・
デザイン性など幅広く検討し様々な手法で再
開発が行われていました。
　神戸でも柔軟な発想でまちづくりが行えるよ
う提案していきたいと思います。

モンマルトル観光協会にて

世界レベルの医療クラスターへ 
　リヨンでは、世界的な免疫やワクチンの企業を中心とする医療クラスター「リヨン・ビオ
ポール」を訪問し、神戸市の紹介などを行い連携の可能性について意見交換しました。
　また、神戸医療産業都市の最
新の状況把握のため、新薬の創
薬専門に開発研究を行っている
アスビオファーマを訪問し、医薬
品開発の取り組み状況について
伺いました。今後とも、世界レベ
ルのクラスターに成長できるよう、
情報収集に努め、議会としても
サポートしていきたいと思います。

クルーズ客船の誘致
　神戸港のクルーズ客船の昨年の寄港数は97回で国
内5位にとどまっており、259回で国内1位の博多港に大
きく水をあけられています。
　中国からの多くのクルーズ船が旅費と旅行日数の関
係から、九州までとなっていることが大きいようです。
　神戸まで来てもらうには瀬戸内でのクルーズ旅行の開
発・商品化がひとつの手段であり、神戸市が率先して関
係する機関や地域、首長などと連携を進め、実現できるよ
う提案していきたいと思います。

平成28年度の主なイベント

３月下旬～５月下旬

７月中旬

７月下旬 

８月

７月・８月

２月

３月中旬

竹中大工道具館「船大工」

まなぶふね（ボート天国）

ラテンアメリカンカーニバル

みなとこうべ海上花火大会

海の体験イベント

国際会議

クイーン・エリザベス神戸発着クルーズ

　平成29年に迎える神戸開港
150年を市民のみなさんとともに
祝い、神戸港の魅力を発信するた
めさまざまなイベントが開かれます。
海・船・港への関心を深める絶好
の機会です。
　神戸港の新しい船出をいっしょ
に盛り上げていきましょう！

開 催 時 期 事　業　名

外国客船「ボイジャー・オブ・ザ・シ
ーズ」

写真提供 ： 神戸市

第8回神戸国際フルートコンクール

写真提供 ： 神戸市

液化水素運搬船イメージ／スマート
水素ステーション

1. 医療産業クラスターの形成が進む
 医療産業都市の街
2. 三宮駅周辺地区の再整備による
 賑わいのある街
3. 市民と観光客が魅力を感じる街

4. 子育てしやすい街・元気な活動シニアの街
5. 農業・水産業に重点を置いて、
 環境共生できる街
6. 住みたい街・働きたい街

出展 ： 川崎重工
業

重
点
要
望
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